




Organizational Function in the Industrial Agglomeration 




































































類型化をすると 2つに大別できる 15)0 1 
つ目は中小企業庁 (2006)における 4類型
であり、企業城下町型、産地型、都市型複
合、誘致型複合に分類されている 16)0 2 
つ日は中小食業金融公庫調査部 (2002)の
4類型であり、企業城下町型、地場産業型、














景気)を迎えようとする 1965年を境に減少を続け、生産額も 1973年と 1991年を山として


























































































































































































































































3) Weber (1909) . Marshall (1920) . Piore and Sabel (1984) .伊丹 (1998).橘川 (1998). 
中小企業総合研究機構 (1998).渡辺(1997，2001) . 














































22)この記述は、前川、 1973。米沢信用金庫、 2009。数納・誼・小野、 2009。を参考に記し
ている。
23) i伝産法Jとは伝統的工芸品の産業振興、国民の生活の豊かさの向上、地域経済の発展
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